
会 議 録 

 

１ 会議名     令和 4年度 第 2回上越市スポーツ推進審議会 

 

２ 議題（公開・非公開の別） 

（1）第 3次総合教育プラン素案に対する意見について(公開) 

 

３ 開催日時    令和 4年 10 月 17 日（月） 午後 4時 30 分から午後 5時 45 分まで 

 

４ 開催場所    上越市春日謙信交流館 集会室 

 

５ 傍聴人の数   0 人 

 

６ 非公開の理由  なし 

 

７ 出席した者 氏名（敬称略） 

・委 員：土田了輔、髙橋正弘、山田喜昭、相澤顕、市川重雄、春日清美、齋藤隆雄、

市川康男、和栗勝美、 

・事務局：吉田課長、倉石副課長、小山係長、板垣係長、西條主任、豊田主任、霜越主

事、清水管理指導主事（学校教育課）、 

 

８ あいさつ 

【土田委員長】 

始めに、本審議会の役割について再度確認させていただきます。当審議会はスポーツ基

本法第 31 条に基づき、市の条例により設置されており「教育委員会の諮問に応じて、スポ

ーツ推進に関する事項について調査審議しこれらの事項について教育委員会に建議する」

こととなっております。上越市において、「地方スポーツ推進計画」に位置づけられてい

る「第 2 次総合教育プラン」が、今年度に最終年度を迎えます。今年度は、次期計画であ

る「第 3 次総合教育プラン」の策定を行う年となっており、当審議会においてもこの案件

について審議し、意見していくこととしますので、ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 また、今回の報告事項にもありますが、「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革に係

る休日部活動の段階的な地域移行について」教育委員会では、「上越市部活動の地域移行

に係る推進委員会」を設置し、検討が進められておりますので、その状況について報告を

受けることとしております。 

第 1 回の審議会においても確認させていただきましたが、「休日部活動の段階的な地域

移行」については、推進委員会で検討を進めることとしております。当審議会においては、

教育委員会からの諮問があった際に、当該事案について調査・審議を行うことがあります

ことを改めてご承知おきいただければと思います。 

 それではよろしくお願いいたします。 



９ 報告事項 

 (1) 「令和 4年度上越市部活動の地域移行に係る推進委員会における検討状況について」  

  清水管理指導主事、資料 1-1、1-2 に基づき説明 

 

【土田委員長】 

検討委員会には当審議会から相澤委員と髙橋副委員長が出席されておりますが何か補足

はあるか。 

 

【相澤委員】 

 資料にある令和 5 年から 7 年の移行期において、私の解釈では土日は教育委員会のガイ

ドラインとして、はっきりやらないという方針をはっきりさせてもらった上で、令和 8 年

度までその形でやっていって、課題を出した中で本格実施を令和 8 年という受け取りで、

会議に出席しているが、中々しっかりした回答がないまま進んでいる。今後委員も変わっ

ていく可能性もあることに加え、アンケートについても 70 年間部活動に取り組んできた今

の段階でのアンケートであり、土日をやらなくなってからのアンケートをとらないと本当

の子どもや親の気持ちはわからないと思う。この移行期間を土日は部活動をしないとはっ

きり定めた上で、地域の人たちと課題を解決するために話し合い、令和 8 年度に本格実施

してほしいと考えている。 

 教育委員会が出しているガイドラインは、今までは土日はどちらか１日休むと定め、平

日も１日休むとされている。今後そのガイドラインを土日はやらないと変更した場合に、

中体連の大会や冠大会は土日あるため、土日も 10 日間程度は異例扱いとして実施出来るよ

うに運用し、その 10 日間以外を保護者等に手伝ってもらって運営していく。今後は兼職兼

業の手続き進めば教員はその制度を使用して部活をやりたい教員は地域の一員として関わ

ることができると考えている。その方が保護者や生徒に説明がつきやすい。 

 今申し上げたことが教育委員会で実施することが難しいということであれば、中学校の

校長会として土日は部活を行わないようにするという意見も出ている。 

  

【髙橋副委員長】 

 推進委員会には保護者も含まれているが、その中の声には今まであった部活が大きな変

化を迎えると感じているといったものもあった。課題は山積しているが、予算的なところ

を含めどのような仕組みにしていくか決まっていないのが現状である。当審議会には競技

団体の委員の方もおり、そのような仕組みの姿がはっきりすることを期待していると思う

ので検討委員会ではそういった方向で進めてほしいと考えている。 

 

 

１０ 議題 

(1)第 3 次総合教育プラン素案に対する意見について 

豊田主任が素案に基づき、小山係長、板垣係長が資料 2に基づき説明。 

 

 



【相澤委員】 

 推進委員会で検討中であるが、総合教育プランに部活動移行がどのように反映されるの

か注視しているところであり、そのために形だけでも令和 5 年から変えて進めて欲しいと

言っているわけであるが、日本中体連は 8 ブロックに分かれており、令和 8 年度までは会

場も決まっている。また令和 6 年には新潟県を含む北信越ブロックに全中が来ることが決

まっている。令和 8 年以降はもしかしたら全国大会をやめるかもしれないという検討もし

ている。今後全国大会の形が変わっていく可能性があることを踏まえると、令和 12 年度に

向けた競技力の向上についても評価項目が変わってくる可能性があるのではないか。例え

ばスポーツテストの結果やスポーツ資に関する資格で評価していくことも必要になってく

ると考える。この部分は部活動の地域移行の影響によって大きく変わる可能性があるので

心配している。 

 

【土田委員長】 

 部活動の地域移行が進んでいくと、全国大会等への出場者数という数値では難しいので

はとの意見であるが、指標をすぐに変えるということは中々大変なことなので、部活動の

地域移行の状況を見ながら見直しを検討していくことになり、実際に項目を変更するとい

うのは、次のプランの時かなと考えている。 

 

【相澤委員】 

 2-2 の評価項目について学校施設が含まれているかはわからないが、地域移行が進めば

今まで以上に土日は学校施設も利用可能になるため、今後は学校施設をどのように活用す

るかも考えていく必要もあると考えている。 

 

【小山係長】 

 教育プランについては現在の第 2次総合教育プランの際もそうであったが、一定の時期、

例えば 4 年間経過した段階で見直しをさせていただいている。部活動に関しては検討状況

を踏まえて、当プランにも反映させていくことを考えているためその点ご承知おきいただ

きたい。 

 

【吉田課長】 

 私どもも、スポーツを大きく支えていた部活動のあり方が変わってくるという中では、

指摘いただいている事項についても変わっていくものと考えている。委員長からお話があ

ったように、スポーツに関わる地域の関わり方自体を変えていく必要があるかもとも考え

ている。そういった状況を踏まえた中で、タイミング的にどうしても今年度プランを策定

しなければならない中でこのようにまとめているが、申し上げた通り今後臨機応変に対応

させていただきたいと考えている。 

 

【板垣係長】 

 施設については目標について学校施設は含まれていない。部活動の推進委員会の状況を

踏まえてこちらについても変わっていく可能性があると考えている。 

 



【齋藤委員】 

 部活動移行について、仕事をされている方が指導を行うというのは現実的には難しいと

考えている。学校が部活動をやらないとなった時、どのような形で切り離すかがわからな

いと部活動に地域が協力するのは難しいと思う。 

 また別の話で体育の授業に参加出来ないという野球とスキーの選手の話を聞いた。土日

の活動がハードでその反動というのが理由である。私は空手道のスポーツ少年団で指導し

ているがスポーツ少年団は勝敗を目的としない原則があり、友好を深めることを目的とし

ているため競技力の向上となると少し形が異なる。競技力の向上を目指すのであれば土日

も練習が必要になり内容もハードになる。中学の段階で競技力の向上を目指すとなると身

体に負担もあると思うので、学校はどのような程度のものを地域に求めているかを今後は

っきりさせる必要があると考えている。 

 

【土田委員長】 

この件については相澤委員から別の会議で検討しており、一定程度やらないという方針

を決めた上で令和 8 年度までの間に課題を出し、一つずつ潰していくという方向との報告

があった。 

 この土曜日に長岡で部活動に関するシンポジウムがあり出席してきた。長岡や村上のモ

デルプランの紹介があり色々なスポーツの在り方を検討しているので、そうした知恵を上

越市でも吸収しながら 8 年度に向けて課題をクリアしていくことと考えている。この会議

ではそれ以上の事をお答えすることはできないが、時間をかけて解決していくというスタ

ンスを承知いただければと思う。 

 

【相澤委員】 

 実際には、この移行期間の 3 年間は土日をやるかやらないか程度しか進まないと考えて

いる。また平日は学校が部活をやっており、令和 8 年度以降に平日も含めた移行となると

別の問題が生じる。平日も 5 時以降は地域で見てもらい教員が別の仕事に向かえる状況に

なればと思うが、現状も学校で部活をしないと決めている日曜日に保護者会が練習を行っ

ていて、教員も参加しているため実際の負担は減っていない。 

 

【豊田主任】 

 教育プランの今後のスケジュールについては、今回の意見を素案に反映させた後、11 月

に有識者による意見照会を行う予定になっている。その後パブリックコメント等を実施し

た上で確定させ、３月に公表となる予定である。 

 

１１ その他 

  次回の審議会日程と予定している議題について豊田主任が説明。 

 

 

 

 

 



１２ 問合せ先 

教育委員会スポーツ推進課企画推進係     TEL：025-545-9246（内線 616-1330） 

E-mail：sports-k@city.joetsu.lg.jp 

１３ その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 


